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　2019 年 11 月に武漢で発生し瞬く間に世界全体を巻
き込むパンデミックへと発展した新型コロナウイルス
感染症（COVID⊖19）が依然として猛威を奮っている。
現状を第 4 波の立ち上がりと見做す専門家が多いが，
第 3 波までとは異なり実行再生産数が 5 割ほど高いと
される変異株が主流となっており，重症化率も高いこ
とから対策病床逼迫への懸念が増している。残念なが
らわが国はワクチン確保競争の負け組であり，WHO
の公表する4月9日現在の国別ワクチン接種率ではイス
ラエル 61.3%，英国 47.0%，米国 31.5% であるのに対
し，わが国は 0.8% と残念なほど低く，医療関係者す
らワクチン接種待ちが続く状況である。この数字は先
進国はもとより，多くの発展途上国をも下回るもので
あり，わが国の感染症対策のお粗末さを嘆かざるを得
ない。このような状況なので現状の活動制限はさらに
続くものと思われるが，国民の多くがコロナ疲れの中
で＂心と体の連動＂に気づき始めているのではないか？
　在宅勤務など慣れない環境での業務に対応できず，
心療内科に救いを求める人が増えているようだ。その
多くは適応障害と呼ばれる状況であり，発症リスクは
日頃のライフスタイルとの関連が強く，社交的な人，
活発な人ほど陥りやすいようである。不安，心配，抑
うつ，イライラといった心の反応で始まるが，ほどな
く食欲低下，不眠，劵怠感，めまいや動悸，血圧上昇，

さらには筋骨格痛といった身体症状が前面に出てく
る。この状況を放置すると無価値観，罪責感，絶望感，
希死念慮といった症状に陥るが，これらは鬱の症状で
あり精神科医による本格的な治療が必要な状態とされ
る。
　私は予防早期医療創成センターという部署にも所属
することから国立精神・神経医療研究センターが主導
する AMED 受託事業である「コロナ鬱対策事業」に
参加している。われわれのミッションは適応障害まで
の軽症の状況でメンタルの異常に気づき，また，病院
を受診することなく患者自身で認知行動療法を行い対
処できるようにするためのオンラインツールの開発で
ある。メンバーのほとんどが心理学・精神科の専門家
であり，整形外科から参加しているのは私のみであ
る。しかし，会議を重ねるうちにメンタルヘルスにお
ける整形外科医の役割を強く意識するようになった。
というのも，メンタルとフィジカルの両方に異常を感
じる際に心療内科や精神科は受診のハードルが高く，
患者の多くが一般内科や整形外科を受診している実態
に気づいたからである。この意味ではかかりつけ医と
なっている整形外科開業医の役割は大きい。診療に際
して患者のメンタル不調の兆候にもぜひ着目をしてほ
しい。
 （平田　仁）
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